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の 抑 制 作 用 の 内 容 を 窺 知 す る 一 根 披 に な る の で ぱ な い か と思 わ れ る.

 4)亥 に芳 香 族 化合 ∫"のMoぼe11誘 導 膿 の 影 響 を 撹 察 す る爲 にc'hlorobenz(]ne,1・romobe-

nzenも, bromophenol及 びdiio〔10tyrosille lこ就 い て 共 の 作 用 を 槍 べ た Bromobenzene(0.31

mole)及 びbromopheno(0.2%〔1!・)1よ 著 明 に 鳶姪}三酵 素 を 抑 制 す る が, ehlorQbehzenし(031mole)

の 影 響 は 見 ら れ な い.

 5) Diiodotvrosin`(0.032-0256二1101t・)は 酉麦Til酵 素 に 依 るgelt覧tllle水 解 を 薯 「り]にi抑制 す る が

Peptone水 解 の 影 響 は 見 られ な い ・ 是 は 非 常 に特 性 が あ る様 に 考 え ら れ る の で 研 究 を 績 け て い

る.濾 性 酵 素 に 依 るPuptone水 解1よ こ の 程 度 の 添 加 濃 度 で は 殆 ど 影 響 が な い 様 に 思 わ れ る.

          分子論 に於 けろ群論 的方法

              鳴  海     元

 量 子 力學 に於 け る群 論 的 方法 ば,到 矛1醐題 の 考察 を本 質的 に 一般 化 し,複 轍 な る形 象 の 蓮 動

學 的 性 質 を統 一的 に演 繹 出來 るこ とは 周 加 の如 くで あ るが 、吾 々1よ斯 る方 法 に基 き,量 子 力 學

的 系 に於 け る同種 個罷 の 共 鳴 現 象 に 關 し,就 中分子 系 に特 有 な る問 題 と して,等 核 の 置 按 縮 退

を含 む 形 象 の 解 祈 を試 みた い と瓜 う.

 系 のII[uniltonianを 不攣 な ら しめ る繕 敗憂 換 の 集合 は,そ の系 の聖拓 荏性 を規 定 す る,群 を

梅 成 す る,就 中同 種 固 定核 の空 聞 劃 欝 に 注 臼 すれ ば,そ れ らの等 核 の置 換 に封慮 して,三 款 元

の全 廻 榑 鏡 映 群 の部 分 群,所 謂 分子 の廻 轄 群 ⑤,が 生 成 す るσ)か く して 分 子 系 の 量 子 化 に基 く

全 準 位 に は,斯 る⑤ の 既約 表 示 が陣 属 し、 その表 示 の種 類 に よつ て 各 準 位 の 縮 退 度,並 び に之

に腸 す る波動 画 数 の 攣 換 性 が 得 られ る.

 そ こで 分 子 系 の全 朕態 を記 述 す る囮有 爵[数は,解 の近 似 如 何 に拘 らす,核 座標 の交 換 に封 し

て,そ の核 ス ピ ンの 整 敗 な るか'1≧奇 数 な るか に 從 つ て 封 構 的(Bose統 計)或 い は 反 封 栴 的

(Fermi統 計)で な け れば な らぬ こ とが要 誘 され る('])所が この 系 のS・hl・(S、lingrer力程 式 の 固有

値 問 題 は,近 似 的 に電 子座 標 と核 座 標 とを分 離 し('),吏 に後 者 は 第 零次 近 似 と して泌 進,振 動

廻 榑 に關 す る項 と,核 の ス ピ ンに關 す る項 とに夫 々分 雛 して解 き得 るか ら,全 状 態 は これ らの

各 々の 解 の 直 積 と して與 え られ る・從 つ て これ らの 解 の 中 で 上 記 の 要 請 を浦 足 す る歌 態 を決 定

す るた め には,そ の 各 々の 固有 画 敗 を基 底 と して,群(3に よつ て誘 起 され る各 々 の表 示 の 直 積

か ら得 られ る積 表示 を⑤ の 既約 表示 に簡 約 して,1;リ メe粒 子 に封 して は 恒 等 表 示:ム1或 い は

uX .1 g(4)(後者 は第2種 廻1[玩 素 を含 む群 に就 て得 られ る), Fq・ml粒 子 に封 して は反 ∫蝋 表 示:

   A2(⑤=C:。Td), A 2。((当=1)3,), A'(⑤ cr p。。。)

   ."s L・u(G =()),BメG=(ヨ2v)

                   (84)             '



          鳴海・徳岡:多 原子 分子 に於け る核 スビン異性骨豊に就 τ

に薦 す る もの を撰 ば ね ば な らな い.但 し核 置換 の 次 咳 は,群 ③ を等 核 の置 換 の 群 に(一 般 に は

類 型 に う爲 像 す る こ とに よつ て理 解 され る.
                                   コ

 以f;の 考 察 か ら得 られ る物 理 的郎 糸1「1の中 で,先 づ 全 エ ネル ギ ー準 位 の 量 子 重 漬が 一般 的 に 輿

え られ(5),就 中 任 意 の ス ピ ン を有 す る等 核 系 の赤 外 吸牧 或 い はRamanス ペ ク トル の 廻 韓 線

の 張 度 化 が 得 られ る.更 に斯 る分 子 系 の分 配 画 激 が 任 意 の 温 度 に封 して一 般 的 に求 め られ るσ)

之 か ら必然 的 に得 られ る核 ス ピ ン異 性 照 は,全 く嚇 の種 類 に從 つ て規 定 され,そ れ らの 存 在確

率 比 は更 に ス ピ ンの 大 い さに依 つ て異 な る(亥 の報 告脅 照).同 時 に高 況 度 に於 いて 斯 る核 ス ピ
                      ロ      ヤ

ン異 性 彊 を再 別 す る こ と な く分 配 画 牧 に 於 け る そ の 直 和 を とれ ば,E!uでnfe tの 導 入 せ る分 子

の 封 稽 数('9)が 得 られ る.之 は 分 子 系 の 實 廻 轄 の 群 を 瓢 核 の 置 換 の 群 に 類 型 に 爲 像 し得 る元 素 の

数 と し て 古 典 的 意 義 を 保 っ こ とに な る.

                  妾 考 交 献

 1) R.S.Mulliken, Phy&. Rev,43:1933),279.

  J.E.Rosenthal an(l G.M.Murphy, Rev. Mo〔1, Phy&.8〔1936),317.

  H.Sponer andoE.fe11ef, ibid.13(1941),75.

 2)W.Heisenberg, Zeit&. f.Phy&.41(1927),239,

  P.Ehcenfest and J.R Oppenheimer, Phy&. Rev,37(193L),333

 3) ムエBorn and J.R.OPpenheimer, Ann.d.Plly&.84て1927),475.

  R.Renner. Zeit&. f. Phy&.92(1934),172.

  後 者 は線 型 分 干 に 封 す る斯 る分 離 に封 して近似 計 算 を蓮 めて い るが,之 に就 て は機 會 を 改め て論 す

   る.

 4) Ref(1)のrVfulliken(7)記 號 を月L量、.'

 5)群 論 に よ らぬ一 般 灼 取扱 に就 て『は,F. Ilunl1, Zeits. f, Phys,43〔1927),788,805.
         げ

  /核 振 動 に就 て は,E. Wigner, G6tt. Naehf,(193」),133, L. Tisza, Zeits. f. Phys.82(1933),48;

  W.II. Shaffer, Rev, Mod. Phys.16(1944),245.

  廻 轄 に 就 て は,EB.Wilson, J. chem. Phys.3(1935),21'6;A・W. Mane, Ann. d. Phys。30

  (1936), 555.

 6)筆 者,"スt・ ン 函 数 と そ の憂 換 性 〃(口 本 物 理 學 會,關 西 支 部 講 演 會,昭 和22年10月).

 7) H.1.uIlloff. Zeits. f, Phys.57こ1929),227。

 8) P.Ehrenfest, Ann. d. Phys.65(1921),609.

    多原 子分 了 に於 ける核 スピン異性膿 に就 て

              鳴 海  元 ・徳 岡 善 助

 熱7F衡 にあるフk素分子が一定の存在比を以て互 に遷移確率の極 めて小 さいオル ト,パ ラの二

分子種(朕 態)の 集合 として理解 されたことは周知の如 くであるが,吾 々は斯る核スピン異性饅

                    (85)


